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⽇本システム技術、東京⼤学との医療ビッグデータを活⽤した産
学共同研究を開始

発表⽇︓2017年5⽉25⽇

東京⼤学との医療ビッグデータを活⽤した産学共同研究開始に関するお知らせ

 当社は、国⽴⼤学法⼈東京⼤学 ⼤学院医学系研究科 医療経済政策学 ⽥倉 智之 
特任教授の研究グループとの間において、当社が蓄積している100万⼈にのぼる医
療ビッグデータを活⽤した共同研究を開始したことを、下記のとおりお知らせいた
します。

 記

１．目的及び内容

 当社は、⻑年培った広範なＩＣＴを駆使し、医療機関が保険者に⽉単位で請求す
る医療費の明細書である「診療報酬明細書」と「調剤報酬明細書」(以下、あわせて
「レセプト」という。)を⾼速かつ⾃動的に点検・分析するシステム（以下、「ＪＭ
ＩＣＳ」という。）を開発し、平成22年８⽉よりサービス開始いたしました。また
当社は、ＪＭＩＣＳを核として、健診データ等外部データの取り込みや各種分析・
通知サービスなどのソリューションを拡充し、平成25年４⽉より医療保険分野にお
けるビッグデータ事業を推進しております。

 本共同研究では、東京⼤学 ⼤学院医学系研究科 医療経済政策学 ⽥倉 智之 特任
教授協⼒のもと、ＪＭＩＣＳに蓄積された 100万⼈にのぼるレセプトデータを活⽤
し、医療費適正化と国⺠の健康福祉の向上のため、医療費増加要因の解明に向けた
研究を⾏います。なお、本共同研究に使⽤するデータは、レセプトデータから個⼈
情報に当たる部分を取り除いた研究⽤データであり、利⽤に関しては保険者（健康
保険組合、⾃治体）から許諾を得ております。

 本共同研究における第⼀段階として、具体的には、透析導⼊に伴う公的助成制度
による経済負担の軽減や⽣活指導などの介⼊が受療⾏動や診療構造にどのような影
響を与えるのか、⾏動経済学の観点から解析を⾏う研究を実施します。また、本研
究により有⽤性が認められた成果については、それらを具体化・実施する為のシス
テム開発も視野に⼊れており、当社から保険者およびヘルスケア関連企業へ当該シ
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ステムを提供することで、各種医療保険制度における保険者の医療費適正化促進を
目指します。

 なお、本共同研究では、ＪＭＩＣＳ利⽤事業者である株式会社メディブレーン
（本社︓⼤阪市中央区 代表取締役︓中 隆廣）ともデータ提供等にて協⼒し研究に
あたります。 

 ※リリースの詳細は添付の関連資料を参照

◆当社システムサービスの名称

 商標名︓ＪＭＩＣＳ（ジェイミクス／JAST Medical Insurance Checking 
System）サービス

 ⽇本語名称︓ＪＡＳＴ医療保険点検分析システム・サービス

 ＪＡＳＴ︓⽇本システム技術株式会社の略称

以上

 リリース本⽂中の「関連資料」は、こちらのＵＲＬからご覧ください。
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